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研究課題名 呼吸器疾患患者の継続したリハビリテーション実現に向けての調査 

本研究の目的 

慢性呼吸器疾患の管理のためには呼吸リハビリテーション(以下呼

吸リハ)は、呼吸器に関連した病気を持つ患者が、可能な限り疾患の

進行を予防あるいは健康状態を回復・維持するため、医療者と協動

的なパートナーシップのもとに疾患を自身で管理して、自立できる

よう生涯にわたり継続して支援していくための個別化された包括的

介入とされ、地域における医療連携は欠かせない。地域での継続し

た介入には医療、社会資源の利用が必要であり、介護保険制度を利

用してのサービス利用が主要となる。今後、大牟田地区での継続し

た呼吸リハ実現に向けて、対象者の制度利用・サービス利用の把握

を行う。  

研究期間 2024年 7月倫理審査委員会承認後～2025年 3月 31日 

調査データ該当期間 2022年 4月 1日～2022年 12月 31日 

研究の方法 

●対象 

2022 年 4 月～12 月の期間に大牟田病院を入退院した被保険者対象

の呼吸器リハ患者 

●用いる試料・情報 

要支援・介護認定取得、申請の有無、HOT導入の有無、社会資源導

入数、サービス別の件数を調査 

お問い合わせ先 
電 話：0944-58-1122（代表） 

研究責任者：奥園 翔太（リハビリテーション科） 

 


